
勤務医のページ
｢医療再生への進ぢべき道｣

をテーマに活発に協議
･./

理事が､十1月二十八日に｢今こそ目指そう医療崩壊から医療再生へ｣をメインテーマとして､島根県松江市で､｢平成二十一年度全国医師会勤務医部会連絡協議会｣を開催したことを報告｡そのなかでは､勤務医に対する緊急の施策を求める｢島根萱一己｣が満場一致

務医の健康を守る病院七ヵ条｣(別掲参照)を作製したこと､(二)勤務医の健康支援のためのEメール･電話による健康相談を実施したこと'(≡)医師の職場環境改善ワークショップ研修を企画していること-などが椙介された｡
｢医療再生へ進むべき

道｣をテーマとした協議では､まず､都道府県医師会から､勤務医活動報告が行われた｡
増沢成幸神奈川県医師

会理事は､昨年の六月一

勤務医部会企画委員は､平成二十年十二月一日に基幹病院内に休日･夜間こども急病センターを開設するまでの経緯と一年間の実績を説明｡小児救急を機能させるためには､医師会､行政､小児科医会が1体となった取り阻みが不可欠だとし､今回の取り阻みが全国のモデルになることへの期待感を示した｡
家守千鶴子福岡県医師

会理事は､県医師会の勤務医部会の活動を紹介｡医師会と医学部長･病院

男女ともに働きやすい

病院をめざして
島搬大学医学部戯射線医学講座教授　内田伸恵

医師不足､看護師不足
が顕在化して久しい｡厚生労働省の平成十八年の

年の医師国家試験合格者中の女性の割合は三〇%を超えており､三十年後には女性医師三割の時代が来ると予測されている｡女性医療職のキャリア継続のため､出産育児や介護と仕事の両立を支援することが大切である｡
島根大学医学部附属病

院は､｢地域医療と先進医療が調和する大学病院｣を理念として､医学教育と地域医療に当たっている｡女性医師の割合が二七%､医学科の女子学生の割合は四〇～五

準にある｡
当院は勤務環境の改善

に力を入れており､特定非営利活動法人ej･netの
｢働きやすい病院評価｣の認証を大学病院として初めて取得した｡さらに平成十九年度文部科学省の｢地域医療等社会的ニーズに対応した質の高い医療人養成推進プログラム｣に応募した｢女性医師･看葺師の臨床現場定着および復帰支援策-しなやかな女性医療職をめざして-｣が採択された｡女性スタッフ支援室が中

青や一時託児､相談窓口など多面的な支援策とフレキシブルな勤務を提供することにより､女性医療職が｢しなやかに｣働くことを支援している｡女性が輝いて働ける職場は男性にも働きやすいはずである｡
具体的成果が出るには

時間を要すると恩われるが､育児休業からの復職者の増加､正規雇用短時間勤務を選択する育児中女性医師の増加､男性医師の育児休業取得者など､｢男女ともに働きや

で採択されたことなどが日午前〇時時点で勤務し長との懇談会の開催濡首査では女性医師の割合〇%であり､全国平均に心となり､院内保育所とすい病院｣をめざして1

平成二十1年度都道府
県医師会勤務医担当理事連絡協議会が昨年十二月四日､日医会館小講堂で開催された｡

協議会は､担当の三上
裕司常任理事の司会で開会｡冒頭あいさつした唐津帝人会長(竹嶋康弘副会長代読)は､国民生活を支えるためのあるべき医療というものは､｢勤務医と開業医｣｢病院と診療所｣が一体､一丸となって成り立つものであ
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紹介された｡
また､福田健栃木県医

師会常任理事からは､同協議会を､平成二十二年度には｢地域医療再生～地域の力､医師の団結～(仮)｣をメインテーマとして､栃木県宇都宮市で開催するとの報告があった｡

つづいて､今村聡常任
理事が､勤務医の健康支

ていた宿直医を対象として実施した｢宿日直勤務環境現状調査｣の結果を報告｡休日の医療が勤務医の長時間にわたる宿直のうえに成り立っていることが本調査でも明らかになったとし､その改善策として､病院への手厚い診療報酬の配分を求めた｡

内田正志山口県医師会

接に関するプロジェクト委員会の活動を報告した｡委員会で実施した｢勤務医の健康の現状と支援のあり方に
旧匂十ブタ∋F/7-

岡県医学会の設立などにより､少しずつではあるがその成果が出てきているとした｡また､今後の課題として､非会員医師に対する広報､医師会への理解を医師会加入につなげること-等を挙げた｡

意見交換では､救急医
療における病院勤務医の疲弊を解消するためのネットワークシステムの構築を求める意見や医師派遣システムの構築等､地域医療の立て直し策の提案などが示された｡

勤務医の所得税減税や
必要経費を認める税制改ElごR入リサ∋要万Eこまヽ　ゝ7

∵七%であったが､近　比べ女性の割合が高い水　連携した病児･病後児保　歩ずつ進んでいる｡
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業税制検討委員会でも検討していること等を説明し､理解を求めた｡
勤務医の会琴篇する

日医の見解を問う質問には､羽生田俊常圧理事が､公益法人改革に伴って定款の改正を議論しており､会費Lちいても今後検討していきたいとした(】
医師の供給体制の改善

を求める要望に対しては､三上常任理事が､大学の医局の人材派遣機革が､ある程度復活しなければ難しいとして､今蟹良い意味での大学医局の巨人臣iご巨rTlNJLJ,′＼Jlm, ']｣司ALJ

広ひ睡眠時間を充分確保しよう

田遇に1日は休日をとろう

田頑張りすぎないようにしよう

旺D ｢うつ｣は他人事ではありま
せん

電ED　体調が悪ければためらわず
受診しよう

旺B　ストレスを健康的に発散し
よう

広D　自分､そして家族やパートナ
ーを大切にしよう
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